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今
回の熊本地震では従来のテレ

ビやラジオ放送による情報に

加えて、インターネットや SNS が機

能する状態を常に確保しておく重要

性を実感しました。今後のどんな災

害でもこの情報網の確保は最大課題

だと思います。

4
月 15 日には厚生労働省発達障

害対策の日詰専門官より、日本

自閉症協会に、今回の地震の後、建

物等に被害が生じた場合、避難所等

における対応が生じる可能性があり

ます。その際、東日本の震災の時に

得られた知識教訓について、下記

ページにまとめられていますので、

必要に応じて関係者にご提供をよろ

しくお願いいたします。との連絡が

あり「災害時の発達障害児・者支援

について」（発達障害情報・支援セ

ンター HP 掲載）を各方面に知らせ

ると同時に、協会専用のホームペー

ジを開設し津田理事が精力的に情報

発信をされました。また協会のメー

リングリストでも活発な現地との情

報交換がなされていました。

4
月 24 日には NHK-E テレ「バリ

バラ」で熊本県自閉症協会坂口

会長のご家庭の様子と、電話でのイ

ンタビューが放映されました。内容

は、まったく支援が受けられない家

族がいる。子どもが自閉症のため多

動で声を出すので非難所には行けな

い。彼らは自宅か車の中で避難生活

を余儀なくされているという、「やっ

ぱり」と思われるもので、これまで

の災害の時と全く同じでした。エコ

ノミークラス症候群のことも心配で

す。坂口会長は、支援物資の供給の

問題以上に、仕事するにも動きか取

れないので、短い時間でも見ていた

だける自閉症を知っている方が欲し

い。人材が欲しいというコメントを

されていました。

4
月 28 日には辻川理事から熊本

県弁護士会で作成された災害

Q&A を山田夏子さんが、より分かり

やすくイラスト化されたものを紹介

され、熊本の現地では視覚的配慮に

感謝されていました。奈良県自閉症

協会でも会員さんから、すぐにボラ

ンティアに駆け付けたいけれども、

かえって混乱するかもしれないので

行けないけれど、熊本の自閉症協会

への義援金など、お手伝いできない

かと考えています。受付窓口や 振

込先などあるのでしょうか。などの

連絡をいただいています。日本自閉

症協会では次の募金専用口座を開い

ています。

・
郵便振替　00170-3-317625 加入

者名　一般社団法人日本自閉症

協会・みずほ銀行　築地支店　普通

　2418507　口座名義　一般社団法

人日本自閉症協会。これら災害関係

は奈良県自閉症協会の HP「きずな」

に掲載・リンクしています。みなさ

まのご協力をお願いします。以下に

私たちが今後の災害に備えるべきこ

とのヒントとして、協会メーリング

リスト内容の一部を掲載しておきま

す。　（河村）

熊
本県自閉症協会の釼由美さん

からの 4 月 20 日のメール…

全国のみなさんこんばんわ、熊本か

ら本日見聞きしたことを少し書かせ

てください。わたしの家は熊本市の

中心部にあります。水はまだですが

電気は来ています。都市ガスは不通

なので、煮炊きは電子レンジとカ

セットコンロです。熊本市の水道は

8 割以上は復旧したそうです。今週

中にはなんとかとニュースでは言っ

ています。全国いたるところの水道

局の車を見かけていますので、実現

すると思います。車で出かけたら、

どこも渋滞しています。市内いたる

ところで通れない場所があるのと、

荷物の運搬その他で車が増えている

ためと思います。警察、ライフライ

ン復旧、建設関係、病院、なんとか

支援センターといった県外ナンバー

をたくさん見かけます。仕事関係の

車も県外から届け物にきているのを

よく見かけます。昨日まではコンビ

ニが主だったのですが、今日になっ

たらスーパーでは、お弁当やパンも

買えます。おにぎりは売れ残ってい

ました。うちでは、にぎりずしを買っ

て食べました。水の 2リットルペッ

トもたくさん売ってあります。野菜

も肉もならんでいます、アイスも冷

凍食品もありました。もう食べ物に
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関しては、不足はないと思います。

きのうまであった透明ゴミ袋は売り

切れています。普段は有料袋しか収

集しないのが、なんでもＯＫになっ

たためと思います。有料袋なら、た

くさん売ってあります。雑貨類も、

物資基地には沢山届いていて、指定

支援所へは届いているらしいです。

余震は少しは弱くなった印象です

が、こないならこないで不安な気持

ちも湧いてきます。今夜も、うちの

向かいのパチンコ店に車がたくさん

来てきます。パチンコ店は、明日か

ら営業は始めるけれど避難車はその

ままでよいと決めたそうです。簡易

トイレも新たに４台増やし１０台に

なり、日よけ用の大型テントも５張

はってくれました。東京が本社のお

店ですが、その心意気はありがたい

と思います。ひとごこちつき、ひら

きなおった気分の地域と、いまだ厳

しい地域が混在していますが、今、

欲しいのはすでにモノより人という

気がします。技術と知識と体力があ

り、即戦力で、支援者を支援する人

という意味です。そんな人たちがど

んどんくまもとに入っていただいて

いるという報道がなされています。

直接はお会いしていませんが、きっ

と避難所などには来ていただいてい

るのでしょう。自閉症関係でもご検

討いただいていることと存じます。

今
日、親の会の友人１２～３人

くらいに電話で様子を聞いた

ところ、たいていは、自宅にいると

いうことです。避難所で４日くらい

過ごした人もいましたが、自閉症の

子供連れなので配慮が欲しいという

と、家族で一部屋が使えたそうで

す。デイサービスがなかなか始まら

ないのと、学校が支援学校も含めて

始まらないので、子どものに寄りそ

うため、片づけや買い物などにもな

かなか行けないという話を聞きまし

た。それは、私の場合も同様ですが、

うちは自営業で父親も家にいるので

交代で息子を自転車で連れだして用

足しをします。今日から始まったデ

イも一部はあると聞きました。来週

２５日になったら、学校も施設も復

旧したいという話は聞いています

が、それも余震次第です。余震が続

く限り、避難民が学校にいるので避

難所を小さくできないからです。わ

たしも熊本県自閉症協会の役員では

あるのですが、現在のところ、自分

の生活を守るのに精いっぱいで、役

員のどなたに電話しても、傍らに障

害の我が子、もう傍らに責任のある

本業を抱えて、会員のみなさんを見

渡しての活動というところまで至っ

ていないというのが現状です。わた

しにお電話いただくので見聞きした

ことをお話したりもしていますが、

会員さんの分布なども、空に覚えて

いるわけでなく、間違ったことを申

し上げたかもしれません。もう少し

余震がおさまれば、なんとかと思う

のですが・・・お察しください。

く
まもとの協会ホームページ

に、協会からの貴重なアドバ

イスや冊子などの情報はアップして

はおります。会員さんが自閉症協会

のホームページを見てみようと思い

出してくださるかどうか・・・それ

すら難しい人もいるだろうと、想像

いたします。会員さん向け一斉メー

ルのようなものがあればよかったな

あ、などと思ったことでした。

熊
本自閉症協会坂口会長の 4 月

21 日のメール…全国のみなさ

ま。お疲れ様です。熊本の坂口です。

以下状況です。被害の中心は熊本市

とその周辺、阿蘇地区です。熊本市

内の状況は断水している世帯が多

く、生活水の確保に苦労してります。

学校が 5月 9日まで休校になり、作

業所、施設の休業しているところが

多く、会員さんたちは子どもが家（若

しくは避難しているところ）にいる

状態で、生活物資、水の確保をしな

ければならない状態で、職場に行け

ない状態です。余震、強い余震が続

き、建物、道路のダメージが進んで

危険な場所が増えています。　家の

中は怖いので夜は屋外で過ごす方が

多いようです。80 ヶ所位ある指定

非難所はどこもいっぱいで、それ以

外の避難場所、病院の待合室、イベ

ント会場の駐車場（グランメッセ熊

本）、指定非難所以外の学校、公園

へ人が（約 100 ヶ所）集まっている

状況です。会員さんの安否は新聞報

道から亡くなった方はいません。交

通は熊本県内の高速道路が一般車は

通行止めで、一般道の国道 3号線は

大渋滞で、本日から福岡へのバスが

動き始めましたが、熊本市内から福

岡市内まで所要時間 5時間です。取

り急ぎ報告いたします。（以上、日

本自閉症協会役員 ML より）
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日本自閉症協会加盟団体　事務局・

代表者各位

一般社団法人 日本自閉症協会

会    長  　市 川  宏 伸 

災害対策委員長 　石 井　啓 

熊本・大分地震被災支援なら

びに支援活動のための募金の

お願い

　4 月 14 日、16 日の大きな地震の

後もまだ余震が続いています。日本

自閉症協会は震災発生後、災害対策

委員会と事務局ならびに福岡や大分

などの近隣県の協会が現地と連絡を

とりあい、次のような支援活動を

行ってきました。

・熊本県自閉症協会事務所の損傷補

修費提供

・熊本県自閉症協会会員の被災状況

の確認や情報提供、状況調査の返信

ハガキを同封した熊本県自閉症協会

の臨時広報誌発行、及び返信ハガキ

の集計を事務局が代行。

・現地調査の交通費や支援物資の調

達費用負担

福岡、大分など近隣の自閉症協会の

ご協力で、現地調査に入っていただ

きました。

支援物資を調達し必要な場所に運ん

でいただいています。

つきましては、継続した支援が必要

となってきていることから、皆様に

支援活動費の募金をお願いするもの

です。総会や研修会での募金箱の設

置等、工夫をしていただきたく、ご

協力をどうぞよろしくお願い申し上

げます。

記

1. 募金専用口座

・郵便振替　00170-3-317625　加入

者名　一般社団法人日本自閉症協会

・みずほ銀行　築地支店　

普通　2418507　

口座名義　

一般社団法人日本自閉症協会

2. その他

災害では迅速な対応が必要なため、

協会は初動活動のための「災害支援

積立金（連帯活動基金）」を用意し

ています。今回もこれまで、とりあ

えずこの積立金を活用しています

が、支援が長期化することから、皆

様に募金をお願いするものです。

＊加盟団体内の地区会や分会にお声

掛けいただきたくお願いします。

160414　

熊本地震による被害等状況　

1 報

【ゼンコロ】中村会長

ゼンコロ会員法人の熊本県コロニー

協会の状況をお知らせします。

昨日深夜の大地震を受けて、今朝、

工場長ならびに総務部長に電話で被

害状況をお聞きしました。

◆総務部長（問合せ　7時 40 分）

・ケガ人は出ていない。

・益城町近くから通っている人とは

連絡が取れていない。

・正面玄関の塀の一部が崩れた。

・工場の中はぐちゃぐちゃ。

◆工場長（問合せ　8時 40 分）

・印刷機の基礎がずれ、ダメージが

大きい。他の機械の点検もこれから。

・２～３日は仕事にならず、外注手

配に負われている。

・工場内の後片づけが大変。

◆現在安否確認や影響の確認などで

大変な状態。

ＧＨの利用者についても怪我等の報

告は現時点ではないが、頻繁に発生

する余震に皆不安になっている状態

被害状況につきまして、一段落した

段階で改めて工場長から連絡をいた

だくことになりました。

連絡が取れない人については大変心

配しているところです。

＊＊＊

【戸高さん】

あみの会員事業所があるので、情報

収集をしています。

＊＊＊＊＊

【全障研】薗部事務局長

全国事務局と熊本支部事務局長（玉

名市）と電話でつながり、つぎのよ

うな状況をお知らせいただきまし

た。
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・玉名市も震度６弱で大きく揺れて

家の中のものが落ちた。

・震源地に近いところに住む事務局

員は、家の中が散乱し一晩車の中で

過ごした。

＊＊＊＊＊

【きょうされん】多田事務局長　

熊本支部内の役員や会員事業所は

70 あります。今のところ人的被害

や建物の大きな被害の報告はありま

せん。

しかし、地震の大きかった益城町の

事業所と連絡がまだ十分とれていま

せん。

★ (NPO) 自立応援団（熊本市）：Ｇ

Ｈに連絡、支援センターに電話つな

がる。男性の職員さんと話。法人の

管理職関係は無事。電話が使えない

ので、ラインで連絡を取っている。

現在利用者の状況確認をしている。

★ゴースロー ( 熊本市 )：無事。棚

の物は落ちたが、倒れることはな

かった。現在ホームを回って様子を

確認中。

★ＧＨ明徳館（熊本市）：　キーパー

の女性の方。台所の食器がたくさん

落ちた。怪我はない。利用者さんた

ちは、みんなで、「たまな」にいっ

ていて、まだ戻ってこない。

★理事：支部長と携帯メールでやり

とり。連絡が取れた人はみんな無事

だということ。

★事務局長（熊本市）：携帯つなが

らず、22:32 つながり大丈夫だった。

現在、事業所利用者の安否確認中。

周辺はとくに建物の倒壊などは見ら

れない。新たな情報がわかり次第連

絡しますとのこと。

★ 21:50 わがんせ（荒尾市）より連

絡有：福岡との県境で震度４。仲間

は大丈夫。熊本市内・南の方の役員、

連絡つかない。

★宇城きぼうの家（宇城市）：21:55

　電話は鳴るが誰も出ない。　

★味楽亭（女性）食器が落ちてい

る。メンバーはいないが職員が数名。

22:10 電話の最中も余震。混乱し途

中で電話を切る。

★そよかぜ（益城町）：ネットワー

クの故障、電源入っていない。

★みふねデコボコ（御船町）電話が

込み合って入る　22：23 

★益城町、たんぽぽハウスつながら

ず 

★メールがとどいた。23 時

★やまびこの職員全員無事。やまび

このグループホームの利用者も全員

無事。事業所の中は、ぐちゃぐちゃ

になっているとのこと。

★益城町の人は無事。人は元気だが、

自宅の中が散乱状態。

★連絡繋がらない…みのり ( 八代

市）、ふれあいワークグループホー

ム（熊本市北区）、ほっとはうす（水

俣市）

－２報－

★きょうされん熊本支部事務局長： 

支部として把握を開始している、分

かり次第ご報告。

益城町周辺の会員事業所や仲間の状

況が気になる。自宅は益城町の隣の

熊本市東区－数キロしか離れていな

いが、被害はなし。自衛隊ヘリと救

急車両の音が朝までずっと聞こえて

いた。

事業所とホームの仲間たちはみな無

事だが、精神の仲間たちが眠れな

かったり、不安が強く、もう一晩避

難所に行こうかと考えている人もい

ます。学校も休校になっています。

今日、事業所に職員や仲間はほとん

ど来ていません。

★いこい計画（明篤館）：

調理スタッフが来たので今から仮眠

します。

ＧＨの仲間たちは安全確保できまし

たが、在宅の相談支援の利用者さん

でまだ連絡がついてない方がたくさ

んあります。緊急性の高い方を核に

して回りましたが帰りついたのが 3

時過ぎでした。

どこも家財が散乱している状況だと

思われますので、訪問看護事業所や

居宅介護の事業所と手分けをして安

否確認と、室内の緊急整理整頓をし

なければなりません。

建物や地点によって被害状況が違う

のですね。明篤館はしっかり丈夫に

造ったので問題ありませんが、やは

り皆さんにはストレスのようです。

とにかく散乱した文書類を片付ける

のが、一仕事です。

 ★副支部長（就労支援センターく

まもと）：

被害はありませんでした。ＧＨの仲

間たちは、昨晩就労支援センターに

避難し、全員の安否が確認できた。

＊＊＊＊＊

【矢澤さん】

本日未明に九州地方本部と熊本支部

に連絡を入れたところ、再春荘病院

（筋ジス病棟がある）も会員からも

被害の報告はないそうですが、現在

は連絡が取り難い状態になっている

ので、連絡が入り次第、報告します。
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２０１６年５月２日 
 
内閣総理大臣 安倍 晋三 様 
内閣府特命担当大臣 河野 太郎 様 
厚生労働大臣 塩崎 恭久 様 
国土交通大臣 石井 啓一 様 

日本障害フォーラム（JDF） 
 副代表（代表代行） 竹下 義樹 

 
被災障害者への支援に関する緊急要望書 

 
 このたびの平成 28 年熊本地震においては、多数の住民が被災しているところですが、このう

ちには多くの障害者が含まれ、緊急の支援と配慮を必要としています。 
 つきましては、被災障害者の支援に関して、次のことを要請します。 
 

記 
 
１．障害者を含む要支援者の実状把握を、緊急に行ってください。 
 東日本大震災では障害者の死亡率が住民全体の 2 倍であると報じられています。自治体、民間

団体とともに実状を把握することが速やかな支援につながります。 
 
２．上記の実情把握と、それに基づく支援にあたっては、障害者団体を含む民間団体を参加をさ

せ、その力を活用してください。 
 このことは、「仙台防災枠組 2015-2030」ならびにこれに基づく防災推進国民会議の趣旨に適

うものであり、また東日本大震災の経験からも、支援の質と効果を上げるうえで重要です。 
 
３．避難中の障害者の救援を行ってください。 
 避難所においては、バリアフリーの確保、情報保障（手話、要約筆記を含む文字情報、音声に

よる情報提供、分かりやすい説明など）、医療・医薬品・装具の確保、使いやすいトイレ、その他

休憩場所やプライバシーの保てる場所など適切な居住環境の確保などが必要です。 
 また、福祉避難所の周知と活用を行ってください。 
 自宅や自主避難所で生活する人へも物資や支援が届くよう調整を行ってください。 
 
４．今後の余震や住民の避難生活において、一層の情報保障を行ってください。 
 テレビの緊急放送や災害報道では、字幕、解説、手話放送を行ってください。今後の警報や防

災無線、その他住民への情報伝達にあたっては、文字、音声、手話、点字、分かりやすい内容な

ど多様な媒体での伝達を行ってください。手話通訳者、要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員

の派遣に特別な支援を行ってください。 
 
５．障害者支援事業所への支援を行ってください。 
 事業所の職員、介助者や、施設設備も被災しています。事業の継続と実施を支援するとともに、

施設設備の修復に向けた予算措置、助成などを行ってください。事業所の公費収入については、

当面は地震前の水準が確保できるような措置を行ってください。 
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６．住民の移動手段の確保を行ってください。 
 交通手段の損壊や、生活環境の激変から、通院、通学、通勤、通所、日常の買い物などの移動

にも、今後ますますの困難が生じてきます。福祉運送やタクシー券の配布などを行うとともに、

民間の事業者の活動も支援してください。 
 また同行援護についても、適用条件の緩和等を行ってください。 
 公共交通機関の復旧にあたっては、バリアフリーを確保してください。 
 
７．今後の仮設住宅、復興公営住宅の建設について 
 仮設住宅、復興公営住宅の建物および周辺の通路を含む生活環境については、バリアフリーを

基本としてください。住宅の計画策定と実施には、障害当事者を含む専門家を参加させてくださ

い。 
 なお公営住宅の一次提供や民間賃貸住宅借上などの情報は、障害者とその団体に確実に伝える

とともに、障害者に優先的に住宅を確保するなどの配慮を行ってください。 
 
８．今後の復旧・復興にあたっては、障害者権利条約を基づく「インクルーシブ」な地域社会の

構築を旨としてください。 
 また国の復興部門に障害専門の部局を設けるとともに、障害当事者を含む専門家を任用してく

ださい。 
 

以上 
 

日本障害フォーラム（JDF） 
日本身体障害者団体連合会 
日本盲人会連合 
全日本ろうあ連盟 
日本障害者協議会 
ＤＰＩ日本会議 
全国手をつなぐ育成会連合会 
全国脊髄損傷者連合会 
全国精神保健福祉会連合会 
全日本難聴者・中途失聴者団体連合会 
全国社会福祉協議会 
日本障害者リハビリテーション協会 
全国「精神病」者集団 
全国盲ろう者協会 

 
事務局連絡先 東京都新宿区戸山 1-22-1 
TEL: 03-5292-7628  FAX: 03-5292-7630 
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日本障害フォーラム＜ JDF ＞

熊本地震被災地への人員派遣　要綱

（2016.5.12 版）

１．目的等

日本障害フォーラム（以下、JDF）

は、「JDF 災害総合支援本部・熊本

支援センター」を設置し、この下で、

当面 5 月から、JDF 構成団体（およ

びその傘下等の関係団体）より人員

派遣（車両を含む）を募り、現地障

害者団体が開設した「被災地障害者

センターくまもと」と緊密に連携し

ながら、被災障害者のニーズ把握調

査等を行うとともに、これに基づく

救援等を行うことを目的とする。

２．活動内容

被災地での主な支援活動内容は、

以下のとおりとする。

①障害者の被災状況やニーズ把握の

調査、　②障害者の救援、支援事業

所等の支援、

③その他（連絡調整や、打合せ参加

等）

３．派遣の形態

派遣の形態は、次の 2方式とする。

　①車両付きの派遣（活動に使用す

る車両と一緒に人員を派遣）

　②人員のみの派遣（1 名からでも

可）

派遣期間は、現地滞在７日間を１

クールとする。（日曜１４時集合、

土曜正午解散が基本）

到着時の集合場所・時間について

場所：　熊本県身体障害者福祉セン

ター2階　第3会議室（支援センター

宿舎 )

〒 861-8039 熊 本 市 東 区 長 嶺 南

2-3-2　：　下記６参照

時間：　日曜日　１４：００集合。

４．派遣手続き

人員（車両）の派遣については、「日

本障害フォーラム支援申込書」に記

入して、JDF 総合支援本部事務局に

提 出 す る　(FAX: 03-5292-7630　

E-mail：jdf_info@dinf.ne.jp　 住

所等は文末参照 )。

派遣は、派遣決定を JDF 総合支援本

部より受けた段階で確定する。

現地支援センターの受入準備のた

め、派遣申込は派遣開始希望日から

少なくとも数日の余裕をもって行う

ものとする。また状況により派遣開

始日の調整をお願いする場合があ

る。

５．派遣に伴う経費負担等

現地活動中の交通費、ガソリン、

高速道路料金、備品・消耗品等にか

かる費用については、JDF が負担す

る（現物支給を含む）。また食費に

ついても一定額の補助を行う。これ

らの費用を立替えた場合は、現地支

援センターの小口現金で精算する

か、または団体ごとに集計し一括し

て JDF 総合支援本部に請求し、支援

本部事務局より後日精算する。なお、

現地までの往復にかかる旅費・食費

等については所属団体または個人の

負担とする。

６．支援センターの所在地・連絡先

【被災地障害者センターくまもと・

JDF 熊本支援センター】

〒 861-8037　熊本県熊本市東区長

嶺西 2-6-11

TEL 096-234-7728　　

FAX 096-234-7729　  

E-mail hisaitikumamoto@gmail.com

※ JDF 派遣チーム直通電話番号　

０８０ー９４２７ー３５７４　（5

月 14 日から開通予定）

※宿舎所在地　熊本県身体障害者福

祉センター　2 階　第 2、第 3 会議

室

〒 861-8039 熊本市東区長嶺南 2-3-

2

TEL 096-383-6533　  

FAX 096-383-6535

○障害者福祉センター 2階の会議室

を宿泊場所兼打合せ場所としてお借

りしている。（寝袋が必要）

　同センターにシャワーがあり、指

定時間内に利用できる。（タオル持

参）

７．活動時に必要な持ち物

水筒（ペットボトル）、寝袋 ( 毛

布他 )、マスク、軍手、帽子（持っ

ている方はヘルメット）、雨がっぱ、

傘、悪路でも歩きやすい靴、室内履、

タオル、携帯電話、充電器、常備薬、

その他必要と思われるものをあらか

じめ各自で準備する。

活動に使用できるノートパソコン

をお持ちの方は、持参いただくと便

利である。

現地での食糧は、スーパー、コン

ビニ、飲食店が営業しており、各自

で調達する。（活動中の食費補助あ

り）

熱中症対策にも留意する。

８．車両関連

持ち込む車両については、車両保

険の加入状況、保険内容における運

転者の範囲や制約条件が適うことが

必須である。

路面状態の悪い箇所、瓦礫や残材

の散在する箇所で、救援物資の運搬

や人員の送迎等を依頼することが想

定される。

被災地でのガソリン給油は可能な

ので、「ガソリン携行缶」等の準備

は不要である。

ナビゲーションあるいは道路地図

を車両に準備する。

９．損害保険等

 JDF として一括して、傷害保険等

の契約を行う。

　日本障害フォーラム（JDF）

〒 162-0052 東 京 都 新 宿 区 戸 山

1-22-1

TEL: 03-5292-7628 FAX: 03-5292-

7630

e-mail：jdf_info@dinf.ne.jp 
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160414　

熊本地震による被害等状況　

　　　　　　　２　0415 ～

【障全協】白沢事務局長　

===0415

 一夜明けて、被害状況が調査され

ていますが、高齢者・障害者、福祉

施設等への被害が心配されます。

地震発生直後に熊本の豊にする会

（障全協熊本組織）メンバーに連絡

をいれましたが、なかなかつながら

ず、11 時過ぎにやっと話をするこ

とができました。

豊かにする会では、昨夜会議をして

おり、終えて帰宅しようとした時に

地震に襲われたとのこと。役員メン

バーの安否はその場で確認でき、一

安心。その後、事務局長からの報告

で、たいていの人が一時避難して安

否が確認できたとのこと。本当によ

かったです。

引き続き、安否確認を続け、また障

害者・家族にかかわる被害状況を把

握されていくことと思います。

情報が入り次第、加盟組織のみなさ

んに報告します。

＊＊＊＊＊

【きょうされん】多田事務局長

===4 月 15 日

◆「きょうされん熊本大震災災害対

策本部」設置（4月 15 日）

ht t p : / / w w w . k y o s a r e n . c o m /

aboutKyosaren/2016/04/post-98.

html

きょうされん加盟事業所を通じ

て集約した被害状況第一報で

す。この時点で人的な被害は入っ

てきていません。ホームページ

　http://www.kyosaren.com/

aboutKyosaren/2016/04/415.html　

 ■利用者、職員、ご家族などの人的・

家屋の状況

・怪我はありません。家屋はヒビ等

あり、詳細はこれから。（合志市）

・変わりなし。利用者さんは、不安

感のある方がいます。（天草市）

・ほぼ連絡がつき、荷物が落ちたな

ど被害はあったが、人的な被害はな

し。（菊陽町）

・荒尾は特に被害はなく、利用者さ

ん、職員も皆無事でした。（荒尾市）

・皆さん無事で、被害もありません

でした。（人吉市）

・利用者さん１名→本棚が倒れ、壊

れた。ケガ人はなかった。（八代市）

・施設は何事もなく大丈夫でした。

職員の実家が震源地のため休ませて

います。ケガ等はないとの事。（荒

尾市）

・利用者家族で、近くの体育館に避

難。人的・家屋に被害なし。（菊池市）

・被害なく全員無事でした。家屋に

ついては、職員１名の実家が益城町

にあり、荷物が散乱しました。（人

吉市）

・おかげさまで、職員・仲間たちへ

の地震被害はありませんでした。（上

天草市）

・特に被害はありません。睡眠不足

でお疲れ気味の方、多数。希望者は

早退していただきました。

　宇城市在のスタッフの部屋がいつ

もより少しだけごちゃごちゃになっ

たみたいです。（八代市）

 ■事業所の室内・外（周辺）の様

子

・外観変化なし、事務室書類散乱。

棚からの落下物あり。（菊陽町）

・特にありません。4/16 に予定して

いた自主イベントは中止しました。

残念です。（宇城市）

 ■ライフラインの状況

・Tel がつながりにくい程度。（荒尾

市）

 ■応援・支援が必要なこと

・今のところ大丈夫です。FAX あり

がとうございました。（あさぎり町）

・何か応援出来る事があったらお知

らせ下さい。（阿曽市）

・ありがとうございます。今は特に

ありません。でも、全国事務局の方

からご心配のお電話はうれしく、心

強かったです。いざとなったら、力

になっていただけるという安心感

は、何よりの支えです。（荒尾市）

・特にありませんが、熊本市内の皆

さまに必要な支援があれば協力でき

ます。皆さまの無事を祈ってます。

（水俣市）

・もっと酷いところに支援をお願い

します。（菊陽町）

・この事業所は変わりなかったので、

他事業所への支援お願いします。（人

吉市）

・今のところありません。余震がこ

わいです。（上天草市）

■福岡支部会員事業所の様子

・福岡支部でも会員事業所に被害が

なかったか確認を進めています。半

数を越える事業所の確認が済み、今

のところ被害はないとのことです。

＊＊＊＊＊

【脳外傷友の会（高次脳機能障害）】

東川事務局長　

===0415

山鹿市の加盟団体「ぷらむ熊本」会

長より

昨夜から余震を繰り返して、夜明け

と共にやっと状況が掴める状況にな

りました。

家族会の仲間にも連絡を取り、複数

の会員で食器や家具が壊れたり、屋

根瓦が損傷したりはありますが、皆

さんそれぞれが、日常生活には支障

が無い状況。

昨夜一晩は自家用車内の車中非難

だった会員さんも、今朝は元気な声

を聞かせてくれました。

　山鹿市は、震源地から約 24 キロ・

約 1時間の距離だが、奇跡的に殆ど

影響が無く今日も普通に動いてい

る。
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学校やお店も通常通りですが、少し

離れると（熊本市内や益城町など）

道路の亀裂や隆起等で交通網が断絶

状態です。今も余震が続いていまし

て、暫くは用心しなくてはなりませ

ん。

昨日から全国の皆さんから心配して

下さり、支援が必要ならば遠慮なく

という 温かい連絡を頂いている。

皆さんのお声掛けに、心強い気持と

感謝の気持ちでいっぱいです。時間

の経過と共に、詳しい状況や当事者

と家族の現状が解ると思いますが、

今の処安泰です。何かお願する事が

発生しましたら遠慮なく連絡させて

頂きます。本当にありがとうござい

ます。

===0418

第２信「ぷらむ熊本」

早速の情報公開をありがとうござい

ます。 ご存じの通り、４月１６日

深夜地震（本震との報道も）で、状

況が一変。 １４日の地震の後、避

難所などで一時の落ち着きを感じた

人達が、自宅に戻っていた為に大き

な被害となりました。益城や阿蘇地

域では被災者の救出（人命第一）が、

最優先事項ですが、手つかずの処も

有ります。交通インフラの寸断や情

報の未確認（本当の被災者には最新

の情報が届き難いものです）などが

深刻です。水や食料の配給（炊き出

し）も出来得る限りで行われていま

すが、配給所まで辿り着けないとい

う現実もあります。水の配給では、

３時間待ちの末３０人を残して水が

無くなり次の補給に向かうが、道路

渋滞などで時間がかかる。という現

状交通情報も全面通行止めから、片

側通行、崩落の恐れ、・・・等々通

常の生活が維持出来ていません。公

共施設や企業などでも、出来得る限

りの支援を実施していますが、被災

者の規模が大きすぎて、賄い切れて

いません。また、避難所が崩落の心

配をされるところもあり、建物近く

の外で座り込む人も居る程です。医

療機関（基幹病院）での被災は、医

療行為の継続は不安が伴いますの

で、他の病院（県外を含む）への転

院などが進められています。救急の

患者でさえ殆どが自力で病院へ向

かっています。支援物資の配送も、

道路の渋滞や、受け取り側の体制不

足（殆どが被災者の為）等で滞って

います。個人的な動向が、道路の

渋滞や物資の買い過ぎ（買いあさ

り）状態を引き起こしている様に　

復旧のボランティアも、申し込みは

有るものの、受け入れ態勢が整って

いません。 いつ又大きな地震が襲

うのか不安が消えませんので、その

不安が見通せない限り、次に進めな

い状況です。その為に車中避難者が

増加して、夜はあらゆる空き地に自

家用車が集まっています。またガソ

リンスタンドは渋滞です。そのガソ

リンも道路寸断で次の補充が見込め

ないという事です。今は確かな情報

を得る事に集中しています。 個人

的には必要以上には動かないでいる

事が、渋滞やエネルギーの無駄な消

費を抑えるのではないかと考えてい

ます。今後時間の経過と共に、真の

情報が確認出来ると考えています。 

家族会の仲間も、何か異常や問題

有った場合には会員さんの方から連

絡が入るものと 受け止めています。

前回のメールでは比較的被害が少な

く、物資（水や食料）がありましたが、

県内全域に、ＴＶ等で開店店舗の情

報などが開示されましたので、親族

や知人の為に 物資を求める人が増

加しています。ディスカウント点や

スーパー等では、開店前から長蛇の

列です。 

　また、無料の温泉施設なども、情

報が流されていますが、山鹿地区に

辿り着く道路の 渋滞等で、本当に

必要としている人達に行き届くに

は、まだ時間がかかりそうです。 

以上、現時点での情報を送ります。

＊＊＊＊＊

【目で聴くテレビ】←　矢澤さん（放

送協議会 災害時情報保障委員会委

員長）

===0416

「目で聴くテレビ」では、地震発生

直後より昨夜の 23 時 50 分まで、

NHK が行なっている災害特別番組の

手話通訳を放送した。手話通訳のご

協力もいただき、できればずっと続

けたかったが、財政的見通しが立た

ないため、中断。今朝 (15 日 )、熊

本の聴覚障害者情報提供施設の所長

と連絡が取れ、関係者は無事。

13 時 15 分より、通常放送時間枠で、

NHK の災害特別番組のリアルタイム

手話放送と、現在、唯一情報があがっ

ている全日本ろうあ連盟のニュース

を３本お伝えしました。番組では情

報提供も呼びかけている。

今後も、熊本の聴覚障害者の情報を

伝えていく。

＊＊＊＊＊

【全国手話通訳問題研究会】佐々木

理事

4 月 18 日、全日本ろうあ連盟等と

組織している聴覚障害者災害救援中

央本部が開催予定です。

全国手話通訳問題研究会の九州ブ

ロック、及び聴覚障害者災害救援中

央本部から得た情報を報告いたしま

す。

 ＜九州ブロックから＞

 ・本日現在（4/16 午前８時時点）

では、全通研熊本支部の会員は無事

である。

 ・余震が活発化しており、震源が

阿蘇、大分に動くなど予断を許さな
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い状況である。

 ・九州ブロックとしては、状況を

見守り、必要なときに動けるように

することを確認した。

 ＜聴覚障害者救援中央本部から＞

 ・聴覚障害者災害救援対策本部を

立ち上げた。

 ・災害地のろう者は、家の瓦、平

の一部崩壊などはあるものの負傷者

はいない。

 ・情報保障に関しては、熊本県内

の手話通訳者で行っている。

＊＊＊＊＊

【全腎協】事務局・宮永さんより

各加盟組織への発信　熊本・大分地

震の被害状況について（4 月 17 日

現在）

一般社団法人 全国腎臓病協議会

災害対策本部長・災害対策委員会委

員長　

4 月 17 日（日）現在の熊本・大分

地震についてお知らせします。

・「日本透析医会災害時情報ネット

ワーク」によれば、17 日 13 時 30

分現在、熊本県内 22 施設にておい

て透析できない状況です。

・熊本市内で透析をしている熊本県

腎協今井事務局長は、「依然として

続いている断水の影響により、普段

の透析施設で透析を受けられないで

いる。来週以降も見通しがたたない

ため、他の透析施設にて、他の患者

とともに日曜の今日もこれから 2時

間透析を受ける予定」とご自身の近

況を伝えています。

・この他、熊本以外の九州地方（福

岡、佐賀、長崎、大分、宮崎、鹿児

島）の各県組織からも、14 日夜ま

たは 16 日未明の被災状況について

情報が寄せられ、情報収集に努めて

くださっているところです。

・熊本県外へ避難した透析患者の実

態は正確につかめていませんが、貴

会の透析病院で避難してきた患者を

見かけたら、不安や恐怖心を抱えて

いることと思われますので、各々で

声をかけ、話を聴くなどして、全国

各地の患者が見守って応援している

ことを伝えていただければと思いま

す。

===2016 年 4 月 18 日　発信元同上

熊本・大分地震の被害状況について

（4月 18 日現在）

熊本市の断水は、18 日中の復旧を

めざし試験的な通水が昨日から始ま

りました。しかし、県内では、少な

くとも 20 の市町村で依然として断

水がおきており、給水車による給水

活動が行われています。

・「日本透析医会災害時情報ネット

ワーク」によると、18 日 16 時 30

分現在、熊本県内で透析ができない

のは 18 施設（前日 22 施設）になり

ました。

・厚労省が 17 日夜に発表した資料

によれば、透析ができない施設の患

者数は、県内で約 1,800 人（17 日

21 時現在）、透析は、県内の他の施

設での受け入れにより、ほぼ県内で

対応できているとのことでした。状

況の悪化に備え、18 日には熊本市

内の病院の患者 10 名が福岡県病院

に移送予定されているそうです。

なお、厚労省は 16 日付けで、全国

の都道府県に対し、被災地からの透

析患者の受入れ透析施設や宿泊の確

保などの配慮・協力を依頼しました。

・熊本県腎協今井事務局長からも市

内の水道や電気が回復しつつある様

子が伝えられてきています。しかし

短時間透析の状況は続いているよう

です。

・また、大分および宮崎県腎協から、

16 日未明の地震により、同県内の

一部の施設で断水等の影響をうけ、

16 日の透析は、給水車により透析

を行ったところ、一律 4時間限定の

透析で対応したとの情報が寄せられ

ています。いずでも今日は通常通り

の透析が出来ているようです。
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平成26年3月12 日 
発達障害の支援を考える議員連盟 
 会長代理 野田聖子 様 
  

「発達障害者支援法」の見直しに関する要望書 
 

                 社団法人 日本自閉症協会 会長 山﨑晃資 
 

平成17年に発達障害者支援法が施行されてから8年が経過した。この間、自閉症をはじめとす

る発達障害の人 （々以下、「発達障害の人々」と言う）への理解が進むとともに、発達障害の人々の

置かれている状況も明らかにされつつある。また障害のある人々に関する制度が大きく改革され、

障害者総合支援法において発達障害もその対象とすることが明記された。 
さらに、本年5月に米国精神医学会から刊行された「精神疾患の診断・統計マニュアル 第5版

（DSM-5）」では、「神経発達障害」という新たな大項目が新設され、そこには、①知的発達障害、

②コミュニケーション障害、③自閉症スペクトラム障害（ASD）、④注意欠如/多動性障害（AD/HD）、

⑤特異的学習障害、⑥運動障害、⑦チック障害、⑧その他の神経発達障害が含まれることになった。

また、2015年に世界保健機関（WHO）から刊行予定の「国際疾病分類 第11版（ICD-11）」に

おいても「神経発達障害」が採用される予定である。 
このような状況の変化を踏まえて、発達障害に関係する諸団体の有志と共に「発達障害者支援法

の見直し検討会」を私的に立ち上げ､協議を続けてきた。 
発達障害の人々、とくに自閉症スペクトラム障害の人々には感覚や認知に偏りがあり、興味や関

心の対象が非常に限られていることが多い。そのために、健常者の感覚・認知のあり方に基づいて

作られてきたこの社会は、発達障害の人々にとっては理解しにくく、生きにくい環境である。そう

した社会の中で生きていく上で、発達障害の人々、とくに自閉症スペクトラム障害の人々は、次の

ような固有の困難をもっている。 
＊コミュニケーションが成立しにくい 
＊対人関係が育ちにくい 
＊生活する上での困難さや問題点が理解されにくい 

 このような困難は、知的障害や精神疾患などの有無に関わらず存在し、生涯続く。現行の法制度

下では、発達障害の人々も教育や支援の対象となってはいるが、実際の運用では、サービスはある

ものの支援を受けられない例も多い。障害者支援施設などで支援を受けているケースであっても、

発達障害の特性に見合った適切な支援を受けられず、そのことから強度行動障害が顕在化し、職員

が対応し切れずに施設崩壊の危機に瀕している例もある。 
このように発達障害の人々への支援においては、家庭・教育・生活・就労・社会参加などのあら

ゆる側面で、本人との信頼関係の基に、個別の状況に応じて社会的環境との調整を図る専門性の高

い支援者を配置する必要がある。 
先進諸国の例を参考に、我が国でも個別的支援体制を順次構築していくことが必要であろう。 
ここに「発達障害者支援法」の見直しについて、以下の意見を提案する。 
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記 
 
1. この間の障害のある人々に関する制度改革との整合性を図ると共に、発達障害の人々が受け入

れられ、かつ適切な配慮が行われるように、都道府県・市町村・事業者に義務づける。 
 1) 「発達障害者」の定義「発達障害を有するために日常生活又は社会生活に制限を受ける者」を、

「発達障害及び社会的障壁により日常生活又は社会生活に制限を受ける者」に修正する。 
2)「意思決定の支援」を明記する。 
3) 障害児福祉サービス・障害児施設での発達障害の人々の受け入れを都道府県・市町村に義務づ

けるとともに、発達障害の人々への適切な配慮を事業者に義務づける。 
4) 障害福祉サービス・障害者施設入所支援での発達障害の人々の受け入れ努力を都道府県・市町

村に義務づけるとともに、発達障害の人々への適切な配慮を事業者に義務づける。 
 5) 障害のある人々に対する相談支援事業が適切に実施されるように、都道府県・市町村に指導を

義務づける。 
  6) 学校教育法第1章第1条に規定されている学校のみが対象になっているが、第11章に規定さ

れている専修学校なども条文に加える必要がある。 
 
2. インクルーシブ教育システムを構築する。 
 障害のある子どもにわかりやすい授業・環境は健常な子どもにもわかりやすいという視点から、

例えばユニバーサルデザインの考え方などを導入する（同じ方向・考え方で一貫性を持って取り組

むことにより、学校間の格差が解消される）。その中で特に発達障害の子ども達には、障害特性に応

じた個別の配慮、その子どもの生活や能力のアセスメントに基づき設定する目標に向けての本人の

発達に合わせた個別教育計画・発達訓練が必要である。そのためには、障害特性に合わせた教育技

術の研究と実践により提供される体制作りが必要である。 
 
3. 保育・教育・権利擁護・就労支援における制度改正との整合性を図ると共に、それらの制度に

より発達障害の人々に適切な配慮が行われるように、各関係機関に義務づける。 
「適切な配慮」とは、以下のような事項が考えられる。 
① 幼児期における適切な相談支援・生活支援の提供 
② 学齢期における個別的配慮に基づく共生的な教育環境の設定 
③ 青年期以降における手厚い生活支援（障害特性を理解した支援者の確保など） 

 
4. 支援人材育成及び支援者支援のシステムを確立する。 
障害者総合支援法や児童福祉法による諸サービスが発達障害の人々に適用されることとなったが、

実際にはこれらの諸サービスが発達障害の人々にとっての適切な支援となり得ておらず、発達障害

の人々がより困難な状況に置かれている実態がある。そのため、発達支援専門員を養成して各サー

ビスに派遣し、各サービスが発達障害の人々を適切に支援できるようにしていくための拠点機能を

発達障害者支援センターが持つことは極めて重要である。 
そのため、支援センターの機能に、新たに、①発達支援専門員の養成と派遣、②圏域内の発達障

害者支援システム構築を加える。 
また、発達障害者支援センターを核として、相談支援事業や日常生活支援などの個別的で重層的
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な発達障害の人々の支援システムを構築することが重要である。さらに支援困難事例などに関わる

支援者への支援システムを構築する必要がある。そのためにも、都道府県一律の設置基準を改め、

人口や地域性に見合った設置数や職員配置を義務付ける必要がある。 
 

5. 発達障害の人々ための手帳制度を確立する。 
現状では、知的障害を伴う発達障害の人々は療育手帳の対象とされ、また知的障害を伴わない発

達障害の人々には精神保健福祉手帳が適用されているが、発達障害の人々への一貫した支援体制を

確立するために統合した手帳制度を確立する必要がある。特に精神保健福祉手帳の適用は、病状の

変動がある統合失調症の人々とは異なって、発達障害の人々は長期的継続的支援が必要であるため、

制度的に馴染まない面がある。 
1) 対象者が明確な「身体障害者手帳」と並ぶ「発達障害者手帳」を創設する。 
2) あるいは、次の①と②の両方を実施する。 
① 「精神保健福祉手帳」の中で発達障害を明記する。 
② 「療育手帳」を法的に位置づけて、その中で発達障害を明記する。さらに知的障害の定義

を明確にする必要もある。 
 
6. 司法における権利擁護・合理的配慮を確保する。 
コミュニケーションや対人関係の障害がある発達障害の人々に対して、意思疎通の支援を行う支

援者が弁護人と同席することなどを合理的配慮として認めるよう、司法その他の法整備を進めるこ

とを本法に明記する。 
 
7. 高齢期の発達障害の人々への支援体制を開発・整備する。 
 発達障害の人々が高齢になると、厚生労働省の調査や全国自閉症者施設協議会の加盟施設での現

状を見ると、行動障害が多少沈静化する傾向があるものの、本来的な社会性やコミュニケーション

の障害は不変で支援の困難さは変らず、感覚の鋭敏さや衝動性が増し、こだわりが強固になったり、

新たな行動障害が発生したりするなど、むしろ支援の困難さが増す場合が多い。身体的な老化も急

速で介護的な支援、車椅子での生活が可能なように環境面での対策を迫られる施設もあるが、制度

上の保障はない。また、介護老人施設などでは、発達障害の人々への対応は立ち遅れている。さら

に、地域で暮らす発達障害の人々の多くが家族の支援を受けて生活しているが、親・きょうだいも

高齢化するに伴い、本人の世話が出来ない状況に陥った場合、さらには本人が介護的な支援を必要

とするようになった場合の支援体制は不十分である。このような高齢期への支援体制を開発・整備

することが喫緊の課題である。 
                                         以上 
 
 
 
 
 
 
 

- 4 - 
 

「発達障害者支援法見直し検討会」では、下記の方々から、個人的に貴重な意見を聴取し，議論に

も参加して頂いた。 
・ 石井哲夫（（社）日本自閉症協会顧問） 
・ 柴田洋弥（（社）日本自閉症協会理事・政策委員会副委員長） 
・ 関水 実（全国自閉症者施設協議会理事） 
・ 藤平俊幸（発達障害者支援センター全国連絡協議会副会長） 
・ 宮武秀信（全日本手をつなぐ育成会事務局長） 
・ 計野浩一郎（日本自閉症スペクトラム学会評議員） 
・ 田中 齋(日本知的障害者福祉協会副会長)  

 
 さらに、本意見書作成の最終段階において、（社）日本自閉所協会常任理事会メンバーからも意見

を聴取した。 
  
＜事務局＞ 

・ 石井 啓（（社）日本自閉症協会政策委員会・作業小委員会委員長） 
・ 小池 朗（（社）日本自閉症協会政策委員会・作業小委員会委員） 
・ 北川 裕（（社）日本自閉症協会政策委員会・作業小委員会委員） 
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自閉症に関わる全ての人へメッセージ～自閉症 eサービス代表・中山清司先生の「eコラム」自閉症 eサービス

　eコラム　検索で全容がご覧いただけます。是非、ご一読ください。

e コラム (2)　構造化 (Structure)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

自閉症支援に「構造化」ははずせない用語です。しかし、構造化ほど、日本の支援現場の中で誤解されてきた言

葉もありません。

曰く「カードで自閉症の人をロボットのように動かそうとしている」「衝立の中に自閉症の人を押し込めている」

「構造化すると、自閉症の人は主体的に活動できなくなる」「構造化するよりも、もっと普通の環境の中で自閉症

の人を過ごさせるべきだ」などなど。 

構造化は Structure の訳語です。直訳すると「骨格」や「枠組み」ですが、自閉症支援では、「周囲の環境やか

かわり方をより視覚的・具体的・明瞭にして、系統的に整理することで、世の中の状況を自閉症の人にわかりや

すく伝える作業」です。自閉症の人の理解を助けるため、一人ひとりに合わせて構造化を考えていきます。 

しかし、いろんな支援現場を訪ねると、＜物理的構造化＝衝立＞＜スケジュールやワークシステム＝絵カード＞

＜視覚的構造化＝ジグや色シール＞と形式的に当てはめているところが実際よくあります。あながち、構造化に

対する否定的なイメージも根拠なしとは言えないのが実情です。 

さて、このことは、構造化の問題でしょうか？　 

  

構造化は、世の中の状況を自閉症の人にわかりやすく伝える作業です。それはつまり、自閉症の人に合わせて、「私

たちが変わること」を意味します。こういう姿勢そのものを否定するなら、それはアンチ構造化でしょう。衝立

やカードを使っても使わなくても、私たちが自閉症の人のほうに歩み寄ろうとしない以上、それは構造化による

支援とは言えないと思うのです。 

私たちが自閉症の人とどうかかわっていくかという基本的な姿勢が、実は大事な問題なのではないでしょうか？ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(執筆：代表　中山　清司 )

「お年寄りやこども、外国から来た人にも、わかりやすい安心の工夫です」

（HAHAHA キャラバン隊より）
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2016 年度

特定非営利活動法人　奈良県自閉症協会

第 9回総会

　　　　  　１,　日　時　　2016( 平成 28 年 )6 月 26 日 ( 日曜日 )

　　　　　２，　場　所　　大和郡山市社会福祉会館　3階大会議室

　　　　　　　　　　　　〒 639-1160　奈良県大和郡山市植槻町 3-8

　　　　　　　　　　　　　TEL 0743-53-6531

　　　　　３，　日　程　１２：３０受付

　　　　　　　１３：００～１３：３５　開会行事

　　　　　　　１３：４０～１４：４５　講演　堀　智晴　氏

　　　　　　　　　　　「インクルーシブな社会をめざして」

　　　　　　　１５：００～１６：００　総会議事

　　　　　４，　総会議事

　　　　　　　１号議案　2015 年度 (平成 27 年度 )活動報告の承認

　　　　　　　２号議案　2015 年度 (平成 27 年度 )会計決算報告の承認

　　　　　　　３号議案　役員の承認

　　　　　　　４号議案　2016 年度 (平成 28 年度 )事業計画 (案 )の承認

　　　　　　　５号議案　2016 年度 (平成 28 年度 )会計予算 (案 )の承認

その他


